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災
害
復
興
の
課
題
討
議

宮
城
岩
川
な
ど
被
災
者
ら
報
告

関学大で
交流集会

阪
神
・
淡
蟹
ハ
胃
蘇
ら

十
四
年
を
前
に
、
地
頭
や
火

山
噴
火
な
ど
全
国
の
被
災
者

が
話
し
合
う
「
被
災
地
交

流
築
き
が
十
一
旦
西
富

の
藤
本
幸
雄
さ
ん
雲
霞

「
行
政
は
風
評
硬
膏
轟

る
が
、
復
旧
は
終
わ
っ
て
も

復
興
は
ま
だ
。
も
っ
と
生
酒

者
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

岡
研
究
所
の
茎
崎
益
輝
所

長
は
「
既
得
の
制
婁
勢
刀

的
に
活
用
す
る
一
方
、
聞
題

点
を
錮
績
レ
、
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
行
政
が
背
等

の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
重

苦
巳
と
話
し
た
。（

岡
西
篇
志
）

関
学
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
始

災
睾
復
興
の
課
題
や
被
災
地

支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
「
0
9
年
関
頭
学

院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所

フ
ォ
エ
フ
ム
」
■
　
（
同
研
究
所
主

催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
）
が
1
1

日
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
関
西
学
院

大
学
で
頻
ま
っ
た
。
震
災
を
経
験

し
た
宮
城
、
新
潟
、
石
川
、
鳥

取
、
兵
庫
の
各
県
な
ど
か
ら
策

住
民
や
N
P
O
関
係
者
、
研
究
者

ら
が
参
加
し
、
意
見
を
交
換
し

た。・フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
ど

う
果
た
す
か
国
際
支
援
～
国
家
・

社
会
・
文
化
の
塵
抱
え
て
」
。
初

日
の
1
1
日
は
「
被
災
地
交
流
集

会
」
と
し
て
、
約
約
人
が
意
見
を

交
換
し
た
。

0
7
年
3
月
の
幽
茎
半
島
地
震
で

被
災
し
、
今
も
仮
設
件
毎
で
菅

し
て
い
る
男
性
は
「
鍋
墓
が
観
光

地
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
は
復
興

ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、

今
も
自
宅
に
戻
れ
な
い
人
も
い

る
。
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
宿
し

た
。
昨
年
6
月
の
岩
手
・
宮
塀
円

陸
地
産
で
被
災
し
た
農
業
の
男
性

は
「
今
も
戻
れ
な
い
自
宅
近
く
の

田
畑
の
棲
予
が
気
に
な
る
。
今
年

の
田
植
え
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

空
と
不
安
が
つ
き
な
い
様
子
だ

った。こ
の
ほ
か
、
避
難
が
長
期
化
し

た
と
き
の
支
擾
策
の
充
実
や
、
嗟

聾
者
実
態
に
即
し
て
柔
軟
に
使

え
る
よ
う
求
め
る
意
見
も
あ
っ

た
。
1
2
日
は
萎
尚
中
・
東
京
大
大

学
陰
象
援
の
特
別
誇
瞑
「
海
外
支

援
～
日
本
の
役
割
」
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
あ
る
。

（
12
日
の
詳
報
は
1
8
日
付
朝
刊

に
掲
載
予
定
で
す
）
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国
際
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
日
目

針
○
メ
ン
バ
と
活
発
に
意
見
交
換

関
西
学
院
大
災
害
復
興
制

度
研
究
所
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
う
果
た
す
か
慧

－
国
家
・
社
会
・
文
化
の
壁

超
え
て
」
の
二
日
目
が
十
二

日
、
西
富
市
の
関
西
学
院
会

館
で
あ
り
、
中
国
や
ア
フ
ガ

ニ
卦
ン
な
ど
の
被
災
地
で

活
動
す
る
非
政
府
組
織
（
N

G
O
）
の
メ
ン
バ
ー
や
研
究

者
が
憲
良
妻
し
た
。

昨
年
五
月
の
中
国
・
四
川

大
地
醇
の
ほ
か
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
、
ジ
ャ

ワ
島
中
部
地
震
な
ど
世
界

各
地
で
災
害
が
相
次
い
で

い
る
。シ

ン
ポ
で
は
、
ア
フ
ガ
ン

や
イ
ラ
ン
で
油
動
経
験
の
あ

る
国
連
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

の
斉
藤
容
子
さ
ん
が
、
宗
教

上
、
自
由
に
外
出
で
き
な
い

習
慣
か
ら
適
嘉
が
で

き
ず
、
命
を
落
と
し
た
イ
ス

ラ
ム
女
性
の
事
例
を
沼
介
。

肩
手
の
文
化
葦
レ
つ

つ
も
、
命
に
か
か
わ
る
聞
題

に
は
率
直
に
意
見
を
膏
う
こ

と
が
大
切
」
と
碍
レ
た
。

閂
天
地
責
の
被
災
地
で

措
置
U
る
N
G
O
の
吉

誓
嘗
ん
は
．
「
地
道
に
が

れ
き
処
撃
筆
伝
っ
て
い
た

ら
、
次
第
に
村
人
の
カ
か
ら

心
を
開
く
。
そ
れ
は
ど
こ
の

被
災
地
で
も
同
じ
」
と
話
し

た
。
同
大
の
峯
崎
益
輝
教
授

は

嚢

も

づ

く

り
に
か
か
わ
っ
た
神
戸
の
経

二
．
∴
．
．
‥国際支援のあり方について意見を交わすパネリスト＝関西

学院会館

2009年1月18日毎日

2009年1月12日朝日

2009年1月12日読売

震
災
被
災
者
ら

各
地
の
現
状
報
告

関
空
へ
で
交
流
費
耳

阪
神
大
腰
災
や
能
登
半
島
、

中
越
、
鳥
取
県
西
部
の
各
地
額

の
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
関
係
者
、
研
究
者
ら
が
、
復

興
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
被
災

地
交
流
集
会
」
が
日
日
、
西
宮

市
上
ケ
鹿
の
関
西
学
院
大
で
開

か
れ
、
約
8
5
人
が
各
地
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

合
っ
た
。

た
う
え
で
、
「
－
週
間
で
も
国

会
語
尾
が
仮
設
住
宅
に
泊
ま

り
、
何
が
必
翠
な
の
か
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

同
大
学
災
車
復
興
制
度
研
究

所
フ
ォ
エ
フ
ム
の
一
喝
能
登

半
島
地
魔
の
被
災
者
で
、
石
川

県
翰
島
市
の
山
岸
町
仮
設
住
宅

に
住
む
藤
本
章
雄
さ
ん
が
、
冬

場
の
厳
し
い
暮
ら
し
を
説
明
し

こ
の
ほ
か
、
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
魔
を
巡
っ
て
喝
　
「
行
政

と
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
」
　
「
十
分
な
生
括
支

援
が
な
い
」
と
い
っ
た
開
園
が

示
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
住

民
ら
が
行
政
に
依
存
せ
ず
、
様

々
な
方
法
で
復
興
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。

佗
日
は
妻
尚
申
・
東
京
大
教

授
の
特
別
講
演
や
妻
崎
益
輝
・

蘭
西
学
院
大
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
し
た
、
国
際
支
援

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ

る
。

地域×地域

結ぶ支援を
1
2
日
、
西
宮
市
上
ケ
贋
一
番
町
の

関
西
学
院
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ど
う
果

た
す
か
国
際
支
援
」
が
開
か
れ
た
。

会
場
で
は
、
姜
尚
中
・
崇
大
学
大

学
院
教
授
が
誇
潤
し
た
は
か
、
中
国

の
四
川
大
地
責
や
イ
ン
ド
洋
大
津
波

で
支
援
活
動
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
が

支
援
の
あ
り
方
を
議
諭
し
た
。

柴
炎
の
教
訓
か
ら
、
災
害
復
興
に

か
か
わ
る
研
究
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研

究
所
が
主
催
。
近
年
、
世
界
各
地
で

域
を
結
ぶ
支
援
が
重
一
芸
だ
と
宿
し

た
。ま

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中

国
の
四
川
大
地
霞
の
支
援
に
あ
た
っ

て
い
る
「
C
O
D
E
琵
善
援
助

市
民
セ
ン
タ
上
．
ス
タ
ッ
フ
、
吉
梧

雅
道
さ
ん
や
国
運
地
域
開
発
セ
ン
タ

ー
防
災
計
画
兵
庫
事
務
所
研
究
員
の

斉
藤
蓉
芋
さ
ん
ら
国
際
支
援
に
携
わ

る
N
O
O
ス
タ
ッ
フ
や
研
究
者
ら
4

人
が
討
輪
。
苦
構
さ
ん
は
、
四
川
大

地
責
の
被
災
地
で
毎
日
同
じ
村
に
行

被
災
者
に
と
っ
て
の
復
興
と
は

大
規
模
な
災
考
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
を
う
げ
、
今
回
は
「
国
際
支
援
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
。

姜
教
授
は
「
自
然
災
害
で
は
、
経

済
基
盤
の
弱
さ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

そ
の
地
域
に
内
在
さ
れ
る
間
題
が
顕

在
化
す
る
。
災
害
へ
の
対
処
だ
け
で

な
く
複
合
的
な
問
題
に
対
処
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
」
と
指
摘
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
な
ど
、

国
同
士
の
支
援
が
困
難
だ
っ
た
例
を

挙
げ
「
国
同
士
で
な
く
、
地
域
と
地

っ
て
被
災
者
か
ら
衛
を
聞
き
続
け
て

い
る
こ
と
を
紹
介
U
　
「
被
災
者
に
と

っ
て
何
が
得
興
な
の
か
学
び
続
け
て

い
る
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
斉
藤
さ

ん
は
イ
ラ
ン
の
バ
ム
地
産
な
ど
イ
ス

ラ
ム
社
会
で
の
支
援
活
動
で
女
性
の

立
場
な
ど
の
文
化
の
差
に
直
画
し
た

こ
と
を
紹
介
。
「
『
文
化
』
と
し
て

受
け
止
め
る
だ
け
で
な
く
『
本
当
に

い
い
の
か
』
と
そ
の
社
会
に
問
い
か

け
る
こ
と
も
大
切
だ
」
と
話
し
た
。

【
幸
長
由
子
】

2009年1月13日毎日


